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「wahr」を加えた echte Volksmusik, wahre Volksmusik といった名称も使われるようになっ
てきている（4）。両者の相違点については後述するが、ここでは VM という表記には場合によ




Ⅱ　VtüM 小史−ＶＭと Schlager の間で
2 − 1　VMと VtüM　




























いる。彼らはこれまでに 3700 万枚のレコードや CD を売り上げたと言われている（12）。さらに
「フォルクスムジーク界のカラヤン」（13）とも称されたエルンスト・モッシュ（Ernst　Mosch，
1925−1999）によって率いられたオリギナル・エーガーレンダー・ムジカンテン（Original 






2 − 2　Schlager と VtüM













つまり、Schlager の中でも郷土性（Heimat）を殊に強調したものが VtüM なのである。両ジ
ャンルの境界線は流動的ではあるが、歌詞内容以外で両ジャンルを分ける表徴は、使用言語
としての方言と衣装である。VtüM も Schlager 同様、標準語で歌われるのが一般的ではある
が、時に方言が使われることもある。方言の使用に関して言えば、一曲全て方言で歌われる
こともあれば、一曲の中で方言と標準語が混在する歌もある。例を挙げれば、オリギナル・












　さらに、Schlager と比較した場合の VtüM の「郷土性」への傾斜はこの分野の歌い手にも
見て取ることができる。『シュラーガー事典（1993 年）』と『VtüM の辞典（1999 年）』（18）を
調べてみると、ソロ歌手の割合は Schlager で 673 人（組）中 554 人で 82％、VtüM では 240 人
（組）の中 117 人でその割合は 49％となる。つまり VtüM では半数はデュオやグループなので
あるが、注目すべきは、その中でも夫婦デュオ、兄弟・姉妹デュオ、母娘（娘達）・父息子（息
子達）からなるグループ、そして兄弟・姉妹を中心として構成されたグループがかなり多いと
いう事実である。家族という絆を核としたグループは 123 組中 22％にあたる 27 組である。さ
らにグループ名にもある特徴が指摘できる。デュオやグループでは、個人名がついたケース






　ところで、VtüM がジャンルとして固定し、一般に知られるようになったのは 1980 年代半
ば以降であるが、先述のブラス音楽の様に、それ以前からこのタイプの音楽は存在していた
のである。以下に、VM と Schlager の中間に位置するような例を挙げてみたい。

















ィン（Freddy Quinn，1931−　）と「大勝負（Das große Spiel）」を歌った。1974 年インス
ブルック冬季オリンピック大会にも合唱団とともに参加。1978 年にはアメリカはワシントン
の平和ミサに参加し、時の大統領ジミー・カーターに自作の歌を捧げている。1986 年にはロ
ーマのヨハネ・パウロ 2 世のミサに合唱団として招かれている。あろうことか 2001 年には、
伝統的なドイツのフォルクスリートの代表としてベルリンのテクノの祭典、ラブ・パレード
にも参加している（21）。このようなイベント参加以外にも、合唱団とともに数多くのテレビ・
ラジオ番組に出演し、数多くのレコードや CD を出している。そして、現在では 90 分の「歌










　現在、ドイツ合唱連盟（Deutscher ChorVerband）は賛助会員を含めて 100 万人の会員を
擁し、その内の 75 万人が 2 万 7 千の合唱団で音楽活動をしている。子どもを含めた 26 歳以
下の若者は 10 万人で 3 千の児童・少年少女合唱団で活動している（23）。確かにコーラス活動を
している児童や青少年の割合は高いとは言えないが、彼らはコーラスを通して VM や VtüM
に触れているのである。
2 − 2 − 2　Schlager と VtüM の間、ハイノ
　Schlager と VtüM を架橋する役割を担ったのが、郷土の美しい自然をバリトンで朗々と歌
い上げるハイノ（Heino，1938−　）であった。連想ゲームではないが、ドイツ人にブロン
ドの髪と黒のサングラスという二つのヒントだけからイメージする人物を尋ねれば間違いな
くハイノの名前が挙がってくるはずである。彼がレコードデビューしたのが 1966 年。B 面の
「谷の彼方（Jenseits des Tales）」が 10 万枚のヒット、翌 67 年初頭に発売された第二作「色
鮮やかな旗がなびくとき（Wenn die bunten Fahnen wehen）」は 20 万枚を超える売り上げ















じ込めたのである（24）。1970 年代にも彼の活躍は続く。最大のヒット曲は 1972 年の「青いリ
ンドウ（Blau blüht der Enzian）」。1977 年からは ZDF で 13 回にわたって「ハイノと歌おう
（Sing mit Heino）」というテレビ番組が放映された。1979 年まで続いたこの 30 分の歌番組で
は、「野ばら（Sah ein Knab’ ein Röslein seh’n）」を初めとするドイツの有名なフォルクスリ
ート（Volkslied）が歌われたのである（25）。ハイノは 1960−70 年代にはドイツのポピュラー音
楽界のニッチ（当時まだジャンルとしては存在していなかった VtüM）に入り込んだのであ
る。ただ、あるインタビューで「私は常に真の VM を歌ってきた。1988 年に他の歌手たちが
この流れに飛び乗った時に、私は「リンドウ・ラップ」で別の方向性を試していたし、しか
もそれで成功を収めていた」（26）と述べているように、ハイノは自らの音楽は VM であると定
義している。「1988 年」というのは、先述の男性二人組、Original Naabtal Duo の VM グラン




―それでも僕は愛されている（Heino. Und sie lieben mich doch）』にも同じような記述が見
出せる。「私は常に VM を歌ってきた。これは VtüM とは大きく異なるものである。VM で私
が考えるのは、なによりもまず既に数百年も知られている真のフォルクスリートである。そ
のような歌を新しく登場してきた VtüM の歌手は歌わない。（・・・）私が自分の仲間と一緒
に歌ってきたのは、Am Brunnen Vor dem Tore や Ahnchen Von Tharau のような実際に地
域に根ざした音楽なのである。我々は古いアレンジを新しく現代的なものに変えているのだ。
それに対し VtüM は大抵は Schlager から製作されたものである」（27）。ハイノ本人は自らの音
















テファニ ・ーヘルテル（Stefanie Hertel，1979−　）、フロリアン・ジルバーアイゼン（Florian 








ジャンルを代表するアーティストが何人（組）もいる。Original Naabtal Duo（1988），Stefan 
Mross（1989），Kastelruther Spatzen（1990），Stefanie Hertel（1992），Klostertaler（1993），
Nockalm Quintett（2002），die Ladiner（2004）。なかでも注目すべきは Stefanie Hertel と







1981−　」と「Schallplatten Echo，1992−　」である。そして VM・VtüM の分野で何らか
の賞を獲得したアーチストが対象となるのが、1998 年に H. R. Beierlein の発案により創設さ






















れている。彼は約 330 の歌を作曲したが、その内の 200 曲以上が VM の歌であり（34）、没後 25
年の 2007 年にも複数の音楽雑誌に彼の特殊記事が掲載されるほどであった（35）。「遠方への憧
れ（Fernweh）」は 1950 年代以降の西ドイツの Schlager に通底するテーマであるが、これ
は東ドイツでも 1961 年のベルリンの壁の建設以降、「旅行（Reisen）」と共に新しいテーマと
して登場してくるようになった。1966 年には、ゲルト・ミヒャエリス合唱団が VtüM の「遠




いうテレビ番組が始まった。統一後の 1991 年まで 99 回にわたって放映されたこの番組の常
連は夫婦デュオのギッテ＆クラウス（Gitte ＆ Klaus）であったが、この番組は、東ドイツの




はハウフ＆ヘンクラー（Hauff & Henkler，Moniak Hauff，1944−　，Klaus-Dieter Henkler，
1949−　）の夫婦デュオであった。彼らは、「二人の音楽家が行く（Zieh’n zwei Musikanten，
1977−1979）」と「音楽家がやってきた（Musikanten sind da，1981−1991）」という自分た
ちの番組を持ち、更に 1978 年以降は「Musikantenstadl」「Zum blauen Bock」「Musikladen」
「Kein schöner Land」といった当時の西ドイツの関連番組にもゲスト出演している（39）。この
ような事情で旧東ドイツの人々は小さい時から VM や VtüM のサウンドには馴染みがあった
のである（40）。さらにドイツ統一により、旧東ドイツの人々に、それまでレコードの入手が困
難であった西ドイツのポピュラー音楽の掘り起しが行われ、これが VtüM 人気の追い風にな
った。1989 年 9 月 11 日、東西の境界線が開放されて数日の内に、周辺 100 キロメートル内で













外（インターナショナル）という対立構図である。この点を、トップ 100 における CD アル
バム・CD シングルの国内盤、国外盤の割合から見てみたい（43）。表１は 2000 年から 2007 年
までのアルバム国内盤、国外盤の割合を示したものである。国内盤アルバムは 2000 年の時点
では国外盤の 40％を占めるにすぎなかったが、それ以降、数値は一貫して上昇している（44）。




し、2003 年から 2006 年まで国外盤を上回っている。2000 年以降の過去 8 年間の両者の割合
を平均すれば、国内盤対国外盤は 47,7 対 52,3 になる。2007 年は１％下回ってしまったが、
この数字は CD アルバムの場合と同様、国外盤の 96％になる。従って CD アルバムとシン
グルを合わせてみれば、ドイツ国内盤の割合は国外盤より若干少ないと言えるだろう。ただ




2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007
国内盤 19,5 21,1 26,5 29,5 30,3 35,3 38,1 38,8
国外盤 48,7 47,9 44,8 46,6 44,8 42,4 43,1 40,6
ＣＰ 29,4 28,5 26,4 21,1 22,3 20,5 18,0 19,3
ＳＴ 2,4 2,6 2,4 2,7 2,6 1,9 0,9 1,2
表 1：トップ 100 内の CD アルバムの国内外の割合（単位：％）
（CP：コンピレーション、ST：サウンドトラック） media control のデータより作成
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007
国内盤 44,1 35,5 42,7 54,7 51,5 51,5 53,2 49,0
国外盤 55,9 64,5 57,3 45,3 48,5 48,6 46,8 51,0
表 2：トップ 100 内の CD シングルの国内外の割合（単位：％）
 media control のデータより作成
　では、音楽ジャンルごとの売り上げはどうなっているのであろうか。表３は、ドイツ音楽
産業連盟による音楽総売り上げに占める個々のジャンルの割合を記したものである。ここで
の総売り上げとは CD シングル・アルバムの売り上げである、が、2003 年以降はミュージッ
ク・ヴィデオ（VHS と DVD）を含み、更に、2005 年度からはダウンロードの料金も含まれ
ている。尚、「その他」の内訳は、朗読本、児童音楽、カントリー・フォーク、映画音楽（サ
ウンドトラック）、クリスマス音楽、インストゥルメンタルであり、この表記の順番は 2007
年度のそれぞれの数値の高い順になっている。2002 年から 2007 年まで常にトップの座を占
めているのはポップスであるが、毎年数値は下がっており、過去 5 年間で９％減少している。
逆に毎年上がっているのがロックであり、5 年前と比較すると 4,3％増となる。ポピュラー音




の平均は 7,8 に対しクラシックは 7,6）。VM（ここには VtüM も含まれている）は 2007 年が




2002 2003 2004 2005 2006 2007
ポップス 43,6 40,9 38,8 37,1 36,8 34,5
ロック 15,9 15,9 18,5 19,2 17,9 20,2
Schlager 7,2 8,5 7,6 6,8 8,3 8,2
VM 1,8 1,9 2,2 2,0 1,7 1,6
ジャズ 1,8 1,8 1,8 1,9 1,7 2,2
ダンス 6,2 6,6 5,6 5,3 4,7 4,0
クラシック 7,2 6,9 7,8 7,9 8,3 7,7




　シュラーガーと VM の合計はロックの平均値（17,9％）と比べると、その 54％、ポップス
の平均値（39％）では、その 25％となる。ドイツのポピュラー音楽に関して言えば最も人気




10 〜 19 歳 20 〜 29 歳 30 〜 39 歳 40 〜 49 歳 50 歳以上
人口割合 07 12,1 13,0 15,0 18,5 41,4
音楽市場 07 13,3 17,3 21,3 24,0 24,2
ポップス 07 16,0 18,0 22,7 28,5 14,8
ロック 07 19,5 23,6 22,6 23,8 10,5
SCH/VM 07 6,5 8,4 14,6 20,6 49,9
ダンス０７ 28,7 37,3 14,7 15,9 3,4
クラシック 07 2,8 3,0 9,1 17,8 67,4
表 4：音楽市場に占める各年齢層の割合（単位：％）
2005 年度以降はダウンロードを含み、2007 年度はミュージックビデオ（VHS，DVD）を含む。
 GfK Panal Service のデータより作成
　「人口割合 07」というのは 2007 年度における上記の年齢人口の総人口に占める割合である。
「10 〜 19 歳」人口は 2007 年度では全体の 12,1％を占めるが、音楽市場全体で見れば 13,3％
とそれほど高くはない。音楽の主たる購買層というと 10 〜 20 代の若者と考えがちであるが、






る（45）。最大の購買層を成しているのは人口の 33,5％を占める 20 〜 30 代で、市場全体では




ルの下に副題として小さく「Magazin für Schlager & Volksmusik」と記されており、両者の
ファンを区別してはいないことを暗示している。この Schlager と VM であるが年齢が上がる
につれて受容が上昇するのは一目瞭然であり、購入者の最大のグループは 50 歳以上の中高年
及びそれ以上の年齢層である。この事を裏書する例を一つ挙げておこう。それは、VtüM 界の









　音楽市場における VtüM や Schlager の売り上げはポップスやロックに比べるとそれほど
大きくはない。が、これをもって両ジャンルの低調を結論付けるのは早計であり誤りであ





番組」は 2007 年度ドイツで最も視聴者の多かった番組であった」（50）。このように現在 VtüM
はテレビ界では活況を呈しているといっても過言ではない。つまり、これらのジャンルの受
容は CD の売り上げという物差しだけでは測れないのである。そしてこの CD 売り上げとテ
レビでの受容との乖離にこそまさに Schlager、そして特に VtüM の受容の特殊性が潜んでい
ると言えよう。この特異性を探るべく、この分野の音楽番組に目を向けてみたい。「現在 VM
と VM 関連の番組はインフレ気味」（51）と称されるほど多い中で、VtüM というスタイルとその
人気を決定付けたといわれる「Musikantenstadl」を紹介してみたい。




現在でも番組の冒頭で用いられている。生放送になったのは 1983 年からで、翌 1984 年の 2
月 18 日からドイツとスイスでも放映されるようになった。それまで土曜の午後の放送であ
− 72 −





「冒険的行為」（52）と記し , ドイツ語の VtüM と英語圏の歌との対立の根深さを示している。歌
のインターナショナル化と並行して、それまでドイツ語圏の町からの放送が主であったが、
1985 年の旧ユーゴスラビア（現スロベニア）のパトローシュ（Patrož）を皮切りに、海外に
も出かけている。モスクワ（1988 年）、トロント（1994 年）、メルボルン（1995 年）、ケープ
タウン（1996 年）、オーランドのディズニー・ワールド（1998 年）、北京（1999 年）、ドゥバイ
（2001 年）。この内、北京での公演は 8 億もの中国人がテレビ放送を見たといわれている（53）。
海外公演で特筆すべきは、多くのファンが現地へ旅行を兼ねて駆けつけるという現象であり、
1999 年 10 月の北京公演の際には 4500 人以上のファンが大挙して 20 以上のジャンボに乗り込
み駆けつけたと言われている（54）。番組のファンがいかに多く熱心であるは、現在 2 ヶ月ごと
に番組の雑誌「Musikanten　Stadlpost」が発行されていることからも分かるであろう。2004
年に出版されたこの番組の特集本には毎回、約 100 万人のオーストリア人、900 万人のドイツ
人、70 万人のスイス人がこの番組を見ると記されている（55）。K・モイクは 2005 年で番組から
退き、代わりに、シュラーガー歌手のアンディ・ボルク（Andy Borg，1960−　）が、2006
年 9 月 23 日の 145 回目の放送から司会を担当している。この Musikantenstadl 以外に人気の
ある番組には「陽気な音楽家達（Lusitige Musikanten）」（56）や「本国以上に美しい国はない























うな大規模な祭り（60）も存在する。そしてこの様な祭りに欠かせないのが VtüM や Schlager で
あり、それらを演奏する楽団なのである。「祭りには音楽がつき物であり、フォルクスチュー
ムリヒの多くのバンドにとってはテント張りの祭りは最大の収入源となっている。・・・2006




ドイツ語圏では VM や VtüM というのは決して特別なものではなく、触れる機会の多い身近
な音楽なのである。
Ⅳ　なぜ人気があるのか？
4 − 1　gemütlich な空間
　最後にこれらのジャンルはなぜ一定の熱心なファン層を獲得しえたのか、考察してみたい。
多くの歌番組を見ているとある共通点に気がつく。注目すべきは、テレビ番組の装置、即ち、
VtüM が演奏され、歌われる際の舞台設定である。例として Musikantenstadl の舞台を取り
















ミュートリッヒ（gemütlich）な人は、sociable, genial, jovial や jolly と記され、ゲミュー































が始まったのである。その後、Schlager は 1970 年代に、時代の流行を身に着けた若い歌手が
多数登場し、名物番組の「ZDF ヒットパレード」の人気（69）とあいまって一時、盛り返したが、








気テレビ番組でこのジャンルの下地が作られ、1986 年の VM グランプリの創設とグランプリ
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この問題は別の機会に検討してみたい。尚、この Vokstümliche Musik という用語であるが、「最も人気
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Melodien für Volksmusik-und Schlagerfreunde（フォルクスムジークとシュラーガーファンのための
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Book）女史はこの「echte, wahre Volksmusik」という名称には反対であった。それは、「echte（wahre） 
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